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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第65期
第１四半期
連結累計期間

第66期
第１四半期
連結累計期間

第65期

会計期間

自　平成23年
　　　４月１日
至　平成23年
　　　６月30日

自　平成24年
　　　４月１日
至　平成24年
　　　６月30日

自　平成23年
　　　４月１日
至　平成24年
　　　３月31日

売上高 (百万円) 23,447 22,924 96,484

経常利益 (百万円) 416 351 1,378

四半期(当期)純利益 (百万円) 197 147 716

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 231 △221 505

純資産額 (百万円) 15,980 15,705 16,101

総資産額 (百万円) 48,300 51,522 53,510

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 7.90 5.89 28.70

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 33.1 30.5 30.1

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

     ２  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ　　

ん。

     

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容に重要な変更はありません。

  平成24年６月にカネセイ産業(株)株式を取得し、同社を連結子会社としております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要もあり、緩やかな回復

の兆しがみられましたものの、欧州危機を背景にした円高・株安の影響や米国・中国の景気減速懸念等

も加わり、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

　当社グループに関係の深い化学工業界につきましては、円高や欧州の景気低迷のあおりを受け輸出が伸

び悩み全般的に稼働率が上がらないなど、総じて厳しい事業環境となりました。 

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、化学品と機能材の二事業を基軸とする経営を推

進するとともに、中国をはじめとする海外取引の拡大と再生可能エネルギー関連資材の販売等、環境関連

ビジネスの強化に努めてまいりました。 

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高22,924百万円（前年同四半期比2.2％減）、営業

利益285百万円（同17.1％減）、経常利益351百万円（同15.8％減）、四半期純利益147百万円（同25.5％

減）となりました。 

 

　セグメント別の概況は次のとおりであります。

　
化学品事業

無機薬品につきましては、主力商品のか性ソーダは市況の改善があり増収となりました。重炭酸ソーダ

は用途拡大により増収となりました。また過酸化水素は供給体制が安定したことにより増収となりまし

た。洗剤用途のソーダ灰及び電池用マンガン化合物は需要の減少により減収となりました。 

　有機薬品につきましては、メタノールは増収となりましたが、製紙用ラテックス及びエポキシ樹脂原料

は減収となりました。 

　この結果、化学品事業といたしましては、売上高は前年同四半期に比べ2.2％減の16,488百万円、セグメ

ント利益（営業利益）は前年同四半期に比べ1.8％増の548百万円となりました。 
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機能材事業

合成樹脂につきましては、ポリエチレン樹脂は増収となりましたが、フッ素樹脂は減収となりました。 

　また、フィルム類につきましてはポリプロピレンフィルム、ナイロンフィルム及びポリエチレンフィル

ムは需要が振るわず減収となりました。

　機器類につきましては、包装関連機器及び電気関連機器は増収となりましたが、排水処理装置及び排ガ

ス処理装置は減収となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他の資材につきましては、グラウト材料、ディスプレー向け硝子加工品は減収となりました。　

この結果、機能材事業といたしましては、売上高は前年同四半期に比べ3.1％減の6,281百万円、セグメ

ント利益（営業利益）は前年同四半期に比べ37.1％減の106百万円となりました。

　
　その他事業

その他事業につきましては、連結子会社の曹達日化商貿(上海)有限公司の増収などにより、売上高は前

年同四半期に比べ37.1％増の154百万円となりました。また、平成24年６月にカネセイ産業(株)株式を取

得し、同社を連結子会社としたことに伴い発生した費用等により、セグメント損失（営業損失）は２百万

円（前年同四半期セグメント利益（営業利益）は６百万円）となりました。

　
(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,987百万円減少いたしまし

た。

　増減の主なものは資産の部では、受取手形及び売掛金が1,295百万円、投資有価証券が646百万円それぞ

れ減少いたしました。負債の部では、支払手形及び買掛金が1,307百万円減少いたしました。純資産の部で

は、その他有価証券評価差額金が370百万円減少しております。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,168,000同左
東京証券取引所　　市
 場 第 一 部

単元株式数は
1,000株であります。

計 25,168,000同左 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 25,168 ― 3,762 ― 3,116
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認でき　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基

づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）

― ―
普通株式　203,000

完全議決権株式(その他)
普通株式　      

24,781 ―
24,781,000

単元未満株式 普通株式　184,000 ― ―

発行済株式総数 25,168,000― ―

総株主の議決権 ― 24,781 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権１個）が　

　　含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式706株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）  東京都中央区日本橋
203,000― 203,000 0.81

ソーダニッカ株式会社 三丁目６番２号

計 ― 203,000― 203,000 0.81

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,126 4,285

受取手形及び売掛金 ※
 35,318

※
 34,023

商品及び製品 5,130 5,212

その他 780 250

貸倒引当金 △99 △85

流動資産合計 45,257 43,687

固定資産

有形固定資産 1,566 1,561

無形固定資産 261 251

投資その他の資産

投資有価証券 5,636 4,990

その他 975 1,217

貸倒引当金 △187 △186

投資その他の資産合計 6,425 6,021

固定資産合計 8,252 7,834

資産合計 53,510 51,522

EDINET提出書類

ソーダニッカ株式会社(E02635)

四半期報告書

 8/17



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 27,818

※
 26,511

短期借入金 7,000 7,005

未払法人税等 208 90

引当金 258 124

その他 761 720

流動負債合計 36,046 34,452

固定負債

繰延税金負債 26 －

退職給付引当金 535 532

その他 800 832

固定負債合計 1,362 1,364

負債合計 37,408 35,817

純資産の部

株主資本

資本金 3,762 3,762

資本剰余金 3,130 3,130

利益剰余金 8,514 8,486

自己株式 △54 △55

株主資本合計 15,351 15,324

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 640 269

繰延ヘッジ損益 0 △4

土地再評価差額金 133 133

為替換算調整勘定 △24 △17

その他の包括利益累計額合計 749 381

純資産合計 16,101 15,705

負債純資産合計 53,510 51,522
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 23,447 22,924

売上原価 21,934 21,408

売上総利益 1,512 1,515

販売費及び一般管理費

運賃諸掛 280 332

給料及び手当 313 315

賞与引当金繰入額 112 115

役員賞与引当金繰入額 9 9

退職給付費用 15 14

その他 436 442

販売費及び一般管理費合計 1,168 1,230

営業利益 344 285

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 63 63

貸倒引当金戻入額 23 17

その他 8 12

営業外収益合計 95 93

営業外費用

支払利息 15 19

売上割引 2 2

その他 5 6

営業外費用合計 23 28

経常利益 416 351

特別利益

移転補償金 － 16

特別利益合計 － 16

特別損失

投資有価証券評価損 54 78

事務所移転費用 － 6

特別損失合計 54 85

税金等調整前四半期純利益 362 281

法人税、住民税及び事業税 88 87

法人税等調整額 76 47

法人税等合計 164 134

少数株主損益調整前四半期純利益 197 147

少数株主利益 － －

四半期純利益 197 147
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 197 147

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 38 △369

繰延ヘッジ損益 △7 △5

為替換算調整勘定 3 7

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 33 △368

四半期包括利益 231 △221

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 231 △221

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、カネセイ産業(株)株式を取得したため、同社を連結の範囲に含めて

おります。

　

【会計方針の変更等】

　

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24　　年４月

１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更して

おります。

　これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　 前連結会計年度 当第１四半期連結会計期間
　 （平成24年３月31日） （平成24年６月30日)

受取手形         995百万円                 944百万円

支払手形         153百万円                 197百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

　 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

　
（自　平成23年４月１日
   至　平成23年６月30日)

（自　平成24年４月１日
   至　平成24年６月30日)

減価償却費         39百万円                 35百万円

　

EDINET提出書類

ソーダニッカ株式会社(E02635)

四半期報告書

12/17



　

(株主資本等関係)

　

前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日　至 平成23年６月30日）

　

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月６日
取締役会

普通株式 149 6.00平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連　　　　　　　　

　　　　　　　

結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年６月30日）

　

　１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月11日
取締役会

普通株式 174 7.00平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連　　　　　　　　

　　　　　　　

結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２化学品事業 機能材事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 16,851 6,482 112 23,447 ― 23,447

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 7 7 △ 7 ―

計 16,851 6,482 120 23,454 △ 7 23,447

セグメント利益 539 169 6 715 △ 371 344

（注）１ セグメント利益の調整額△371百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日  至 平成24年６月30日)

　

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２化学品事業 機能材事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 16,488 6,281 154 22,924 ― 22,924

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 5 5 △ 5 ―

計 16,488 6,281 159 22,930 △ 5 22,924

セグメント利益又は損失(△) 548 106 △ 2 653 △ 367 285

（注）１ セグメント利益の調整額△367百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 7.90円 5.89円

 （算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(百万円) 197 147

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 197 147

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,973 24,964

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　

　

　

２ 【その他】

平成24年５月11日開催の取締役会において、平成24年３月31日の最終の株主名簿に記載された株主に対

し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。　

　　　(1)配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　174百万円　　

　　　(2)１株当たりの金額                             ７円00銭

　　　(3)支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　平成24年６月25日

　

EDINET提出書類

ソーダニッカ株式会社(E02635)

四半期報告書

15/17



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月９日

ソーダニッカ株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    平　 井        清　　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    木　 下        洋　　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソー
ダニッカ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソーダニッカ株式会社及び連結子会社の平成
24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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